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一 

問
題
の
所
在 

  

近
年
*
村
上
春
樹
文
学
の
ア
ダ
プ
テ
5
シ
7
ン
9
以
下
*
村
上
翻
案
と
記
す
A
が
活
発
化

し
て
い
る
J
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
は
極
め
て
少
な
か
U
た
こ
と
を
考
え
る
と
*
こ
れ
ら
の
動

向
は
村
上
文
学
の
享
受
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
現
象
と
考
え
ら
れ
る
9
映
画
★
*
舞

台
□
*
オ
ペ
ラ
◎
*
漫
画
・
バ
ン
ド
デ
シ
ネ
○
*
絵
本
●
*
ア
ニ
メ
△
で
示
す
A
J 

   

★
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
9
日 

一
九
八
一
A 

  

★
�
100
％
の
女
の
子
Ñ
�
パ
ン
屋
襲
撃
Ñ
9
日 

一
九
八
二
A 

  

★
�
森
の
向
う
側
Ñ
9
原
作
�
土
の
中
の
彼
女
の
小
さ
な
犬
Ñ
日 

一
九
八
八
A 

  

□
�
エ
レ
フ
ù
ン
ト
・
バ
ニ
ü
シ
†
Ñ
9
日
・
英 

二
〇
〇
三
£
〇
四
A 

  

★
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
9
日 

二
〇
〇
五
A 

  

□
�after the quake

Ñ(

米 

二
〇
〇
五) 

  

★
�
四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に
100
％
の
女
の
子
に
出
会
う
こ
と
に
つ
い
て
Ñ
9
日
・
？ 

二
〇
〇
八
A

!
１
# 

  

★
�
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
Ñ
9
米 

二
〇
〇
八
*
日 

二
〇
一
〇
A 

  

□
�K

A
FK

A
 O

N
 TH

E SH
O

RE

Ñ
9
米 

二
〇
〇
八
A 

  

◎
�
パ
ン
屋
大
襲
撃
Ñ
9
日
・
墺
・
ス
イ
ス
・
英
・
独
・
イ
ス
ラ
エ
ル
Ω
言
語
は
独
語 

独 

二
〇
〇
八
*
日 

二
〇
一
〇
A

!
２
# 

  

★
�The second bakery attack

Ñ
9
米
・
メ
キ
シ
コ 

二
〇
一
〇
A 

  

●
カ
ü
ト
・
メ
ン
シ
ü
ク
の
絵
本
シ
リ
5
ズ
9
�Schlaf

Ñ
9
独 

二
〇
〇
九→

日
�
ね

む
り
Ñ
二
〇
一
〇
A
*
�D

ie Bäckereiüberfälle

Ñ
9
独 

二
〇
一
二→

日
�
パ
ン
屋

を
襲
う
Ñ
二
〇
一
三
A
*
�D

ie unheim
liche Bibliothek

Ñ
9
独 

二
〇
一
三→

日
�
図

書
館
奇
譚
Ñ
二
〇
一
四
A
*
�Birthday G

irl

Ñ
9
独 

二
〇
一
七→

日
�
バ
5
ス
デ
イ

・
ガ
5
ル
Ñ
二
〇
一
七
A 

  

★
�
ノ
ル
ウ
“
イ
の
森
Ñ
9
日
・
ベ
ト
ナ
ム 

二
〇
一
〇
A 

  

★
�
ア
コ
5
ス
テ
÷
ü
ク
Ñ
9
韓 

二
〇
一
〇
A 

  

□
�The W

ind-U
p Bird Chronicle

Ñ
9
米 

二
〇
一
〇
*
英 

二
〇
一
一
A 

  

△
�
輪
る
ピ
ン
グ
ド
ラ
ム
Ñ
9
日 

二
〇
一
一
A 

  

□
�
海
辺
の
カ
フ
カ
Ñ
9
日
・
米 

二
〇
一
二
・
二
〇
一
四
・
二
〇
一
五
・
二
〇
一
九
Ω

二
〇
〇
八
年
の
舞
台
�
�K

A
FK

A
 O

N
 TH

E SH
O

RE

Ñ
を
蜷
川
幸
雄
が
演
出
A 

  

□
�
海
辺
の
カ
フ
カ
Ñ
9
韓
・
米 

二
〇
一
三
Ω
二
〇
〇
八
年
の
舞
台
�
�K

A
FK

A
 O

N
 

TH
E SH

O
RE

Ñ
を
キ
ム
・
ミ
ヒ
“
が
演
出
A

!
３
# 

  

●
�The Strange Library

Ñ
9
米 

二
〇
一
四
Ω
独
�D

ie unheim
liche Bibliothek

Ñ
が

ベ
5
ス
で
*
イ
ラ
ス
ト
が
異
な
る
ΩChip K

idd

A 
  

●
�The Strange Library

Ñ
9
英 

二
〇
一
四
Ω
独
�D

ie unheim
liche Bibliothek

Ñ
が

ベ
5
ス
で
*
イ
ラ
ス
ト
が
異
な
る
ΩSuzanne D

ean

A 
  

●
�La strana biblioteca

Ñ
9
伊 

二
〇
一
五
Ω
独
�D

ie unheim
liche Bibliothek

Ñ
が

ベ
5
ス
で
*
イ
ラ
ス
ト
が
異
な
る
ΩLorenzo Ceccotti

A 
  

○H
A

RU
K

I M
U

RA
K

A
M

I 9STO
RIES

Ω
日
・
仏
9
�
パ
ン
屋
再
襲
撃
Ñ
9
二
〇
一
七
A
*

�
か
え
る
く
ん
*
東
京
を
救
う
Ñ
9
二
〇
一
七
A
*
�
シ
“
エ
ラ
ザ
5
ド
Ñ
9
二
〇
一

八
A
*
�
バ
5
ス
デ
5
・
ガ
5
ル
Ñ
9
二
〇
一
八
A
*
�
恋
す
る
ザ
ム
ザ
Ñ
9
二
〇
一

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
村
上
春
樹
文
学
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
序
説

山
根　

由
美
恵
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九
A
*
�
ど
こ
で
あ
れ
そ
れ
が
み
つ
か
り
そ
う
な
場
所
で
Ñ
9
二
〇
一
九
A
*
�
七
番

目
の
男
Ñ
9
二
〇
二
〇
A
*
�
眠
り
Ñ
9
二
〇
二
〇
A
*
�
タ
イ
ラ
ン
ド
Ñ
9
二
〇
二

一
A
A 

  

★
�
ハ
ナ
レ
イ
・
ベ
イ
Ñ
9
日 

二
〇
一
八
A 

  

★
�
バ
5
ニ
ン
グ
Ñ
9
韓 

二
〇
一
八
A 

  

□
�
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
Ñ9
日
・
米 

二
〇
一
九
Ω
二
〇
〇
五
年
の
舞
台
�after 

the quake

Ñ
を
倉
持
裕
が
演
出
A 

  

○
�
螢
Ñ
9
日 

二
〇
一
九
A 

  

□
�
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
Ñ
9
日
・
イ
ス
ラ
エ
ル 

二
〇
一
九
A 

  

●
�D

et m
ystiske bibliotek

Ñ
9
デ
ン
マ
5
ク 

二
〇
一
九
Ω
日
本
語
版
ベ
5
ス
で
*
イ

ラ
ス
ト
が
異
な
る
Ωkam

ila slocinska
A 

  

★
�
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
5
Ñ
9
日
・
二
〇
二
一
A 

  

△
�Blind W

illow
, Sleeping W

om
an

Ñ
9
仏
Ω
言
語
は
英 

二
〇
二
二
公
開
予
定
A 

  

村
上
翻
案
を
通
史
的
に
見
る
と
*
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
J
Ⅰ
Ω
一
九
八
〇
年

代
*
Ⅱ
Ω
二
〇
〇
三
2
£
二
〇
一
五
年
9
二
〇
一
〇
2
一
二
年
に
山
A
*
Ⅲ
Ω
二
〇
一
七
年

2
現
在
9
二
〇
一
七
2
一
九
年
に
山
A
で
あ
る
J
Ⅰ
は
*
一
九
八
〇
年
代
の
映
画
四
作
の
み

で
あ
り
*
評
価
は
芳
し
く
な
か
U
た
J
映
画
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
に
つ
い
て
*
四
方
田
犬
彦

は
村
上
と
大
森
一
樹
監
督
の
方
向
性
が
異
な
U
て
お
り
*
�
ま
U
た
く
評
判
に
な
ら
な
か
U

た
Ñ

!
４
#

*
そ
の
後
三
作
が
公
開
さ
れ
る
も
*
�
A
森
の
向
う
側
B
と
い
う
フ
÷
ル
ム
を
撮
U
た

後
*
彼
は
自
作
の
映
画
化
の
申
し
出
を
拒
み
続
け
る
J
彼
と
同
世
代
で
あ
り
*
ニ
†
5
シ
ネ

マ
の
洗
礼
を
受
け
た
原
田
真
人
が
一
九
八
八
年
に
A
ノ
ル
ウ
“
イ
の
森
B
を
映
画
化
し
た
い

と
申
し
出
た
と
き
*
村
上
は
*
た
と
え
キ
†
5
ブ
リ
ü
ク
が
映
画
化
し
た
い
と
言
U
て
き
て

も
自
分
は
断
る
と
*
に
べ
も
な
い
返
事
を
す
る
Ñ
と
述
べ
て
い
る
J
!
５
#

八
〇
年
代
の
作
は
*
村

上
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
U
た
と
予
想
さ
れ
る
J 

 

そ
の
後
十
年
以
上
*
村
上
は
翻
案
化
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
続
け
て
き
た
が
*
二
〇
〇
〇
年

代
に
変
化
が
訪
れ
る
9
Ⅱ
A
J
二
〇
〇
三
年
に
舞
台
が
*
二
〇
〇
五
年
に
映
画
と
舞
台
が
一

作
ず
つ
公
開
さ
れ
た
J
特
に
映
画
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
は
注
目
度
が
高
く
*
四
方
田
は
市
川
準

監
督
の
作
風
へ
の
共
感
が
映
画
化
を
承
認
し
た
理
由
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
J

!
６
#

市
川
は
今

ま
で
の
リ
ア
ル
な
映
画
の
撮
り
方
で
は
村
上
春
樹
フ
ù
ン
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
と
感
じ
*

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
映
画
に
な
い
試
み
を
行
い
*
村
上
の
�
現
実
の
地
上
か
ら
何
セ
ン
チ
か

浮
い
て
い
る
よ
う
な
小
説
世
界
Ñ
を
描
こ
う
と
し
た
と
語
U
て
い
る
J

!
７
#

村
上
文
学
の
翻
案
化

は
*
翻
案
者
の
そ
れ
ま
で
の
方
法
の
変
化
を
�
要
請
Ñ
さ
せ
る
く
ら
い
困
難
な
営
み
で
あ
U

た
こ
と
が
窺
え
る
J 

 

そ
の
後
*
二
〇
〇
八
年
以
降
に
グ
ロ
5
バ
ル
規
模
で
村
上
翻
案
が
同
時
発
生
し
た
J
辛
島

デ
イ
ヴ
÷
ü
ド
が
詳
細
に
述
べ
る
よ
う
に
*

!
８
#

村
上
は
一
九
九
〇
年
以
降
戦
略
的
に
英
語
圏
の

出
版
に
臨
み
*
A
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
B
9
ク
ノ
ü
プ
フ
社
・
一
九
九
七
A
の
ブ
レ
イ

ク
を
生
み
出
し
た
J
こ
れ
を
機
に
欧
米
圏
で
の
出
版
は
加
速
す
る
J
私
は
こ
れ
ら
出
版
戦
略

の
成
功
*
AThe N

ew
 Y

orker

B
誌
で
の
複
数
掲
載
と
掲
載
作
の
高
評
価
が
村
上
の
意
識
を

変
化
さ
せ
*
出
版
化
だ
け
で
は
な
い
海
外
戦
略
の
一
つ
の
形
と
し
て
*
二
〇
〇
〇
年
以
降
翻

案
化
も
承
認
す
る
方
向
へ
変
わ
U
て
い
U
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
J
そ
れ
は
こ
の

時
期
の
翻
案
が
外
国
人
翻
案
者
が
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
る
J
な
お
*
二
〇
一
三
年

以
降
*
絵
本
9
独
・
米
・
英
・
伊
・
デ
ン
マ
5
ク
A
と
い
う
形
で
翻
案
は
継
続
的
に
発
表
さ

れ
て
い
る
が
*
映
画
等
の
翻
案
化
は
沈
静
化
し
て
い
た
J 

 

し
か
し
*
Ⅲ
Ω
二
〇
一
七
年
か
ら
現
在
に
か
け
て
再
び
数
多
く
の
翻
案
が
公
開
さ
れ
る
J

特
に
日
本
公
開
の
作
が
多
か
U
た
こ
と
か
ら
*
日
本
の
一
般
読
者
は
村
上
の
翻
案
化
が
突
然

始
ま
U
た
と
い
う
印
象
を
も
た
ら
す
J
こ
れ
は
近
年
村
上
が
日
本
の
メ
デ
÷
ア
に
多
数
登
場

し
た
り
9
村
上
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
等
A
*
早
稲
田
大
学
へ
の
蔵
書
寄
贈
に
よ
る
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ

ラ
リ
5
設
立
と
い
U
た
日
本
国
内
で
の
積
極
的
な
活
動
と
リ
ン
ク
す
る
と
考
え
ら
れ
る
J
つ

ま
り
*
海
外
戦
略
は
そ
れ
な
り
の
成
果
が
出
た
た
め
*
日
本
国
内
戦
略
へ
と
舵
を
切
U
た
と

い
う
流
れ
で
あ
る
J
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
後
の
日
本
帰
国
を
第
一
次
日
本
回
帰
と
す
れ
ば
*

こ
の
動
き
は
第
二
次
日
本
回
帰
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
J
こ
こ
で
村
上
の
著
作
の
動
き
と

合
わ
せ
る
と
*
こ
の
時
期
は
�
騎
士
団
長
殺
し
Ñ
9
二
〇
一
七
A
*
短
編
集
A
一
人
称
単
数
B

9
二
〇
二
〇
A
が
発
表
さ
れ
て
い
る
J
拙
稿
で
述
べ
た
が
*
�
騎
士
団
長
殺
し
Ñ
は
そ
れ
ま
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で
の
村
上
文
学
の
要
素
を
ま
と
め
る
傾
向
と
な
U
て
お
り
*
新
し
い
試
み
が
見
ら
れ
な
い
J

!
９
#

同
様
に
A
一
人
称
単
数
B
も
そ
れ
ま
で
の
短
編
集
よ
り
評
価
は
低
い
J
こ
う
し
た
創
作
力
の

低
下
と
日
本
の
メ
デ
÷
ア
露
出
・
日
本
発
の
翻
案
増
加
は
連
関
す
る
可
能
性
が
あ
る
J
Ⅲ
に

つ
い
て
は
*
今
後
の
動
向
と
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
J 

                        

＊ 

 
 
 
 
 
 

＊ 

 

近
年
村
上
文
学
は
�
世
界
文
学
Ñ
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
*
村
上
翻
案
も
外
国
人
翻

案
者
が
関
わ
る
作
の
多
さ
が
特
徴
と
言
え
る
J
村
上
翻
案
を
文
学
的
想
像
力
か
ら
生
ま
れ
*

�
翻
訳
Ñ
さ
れ
た
広
義
の
�
文
学
Ñ
と
捉
え
た
場
合
*
�
世
界
文
学
Ñ
研
究
の
知
見
は
村
上

翻
案
研
究
に
も
有
効
な
視
座
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
J
デ
イ
ヴ
÷
ü
ド
・
ダ
ム
ロ

ü
シ
†
は
�
作
品
は
あ
る
外
国
文
化
の
空
間
に
迎
え
い
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
U
て
世
界
文
学

と
な
る
J
そ
の
空
間
は
*
受
入
国
の
文
化
に
お
け
る
国
民
的
伝
統
と
そ
こ
に
属
す
る
作
家
た

ち
の
そ
の
と
き
ど
き
の
ニ
5
ズ
に
よ
U
て
*
さ
ま
ざ
ま
に
画
定
さ
れ
る
J
世
界
文
学
の
作
品

は
た
U
た
一
つ
で
異
な
る
二
つ
の
文
化
間
の
交
渉
の
軌
跡
を
描
き
だ
す
Ñ
と
述
べ
て
い
る
J

!
１
０
#

ダ
ム
ロ
ü
シ
†
の
定
義
は
リ
ン
ダ
・
ハ
ü
チ
オ
ン
の
述
べ
る
�
別
の
文
化
に
置
き
換
え
ら
れ

る
*
し
た
が
U
て
と
き
に
は
別
の
言
語
に
置
き
換
え
ら
れ
る
際
に
*
ア
ダ
プ
テ
5
シ
7
ン
が

生
み
出
す
変
化
に
よ
U
て
*
受
容
と
創
作
の
よ
り
広
い
文
脈
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
見
え

る
よ
う
に
な
る
Ñ

!
１
１
#

と
の
類
似
性
が
あ
り
*
こ
れ
ら
の
類
縁
性
に
私
は
着
目
し
た
い
J
秋
草
俊

一
郎
は
*
一
九
九
〇
年
以
降
*
比
較
文
学
研
究
に
お
い
て
西
洋
圏
の
文
学
と
非
西
洋
圏
の
文

学
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
包
摂
す
る
試
み
が
あ
り
*
現
在
盛
ん
に
使
用

さ
れ
て
い
る
�
世
界
文
学
Ñ
と
い
う
概
念
は
�
こ
の
地
球
の
東
西
南
北
を
く
ま
な
く
覆
う
た

め
の
枠
組
み
9
パ
ラ
ダ
イ
ム
A
Ñ
と
し
て
*
政
治
的
力
学
も
含
有
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
J

!
１
２
#

村
上
文
学
の
み
な
ら
ず
*
村
上
翻
案
に
は
出
版
・
観
客
動
員
戦
略
を
め
ぐ
る
グ
ロ
5
バ

リ
ズ
ム
9
そ
れ
は
新
自
由
主
義
化
で
も
あ
る
A

!
１
３
#

が
絡
ん
で
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
*
�
世

界
文
学
Ñ
研
究
の
視
点
を
村
上
翻
案
研
究
に
敷
衍
さ
せ
る
有
効
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
J 

 

あ
わ
せ
て
*
私
は
Ⅱ
か
ら
Ⅲ
へ
向
け
て
村
上
翻
案
の
成
熟
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え

て
い
る
J
そ
れ
は
Ⅲ
の
翻
案
が
Ⅱ
よ
り
も
完
成
さ
れ
た
印
象
を
も
た
ら
す
作
が
多
く
*
著
名

な
映
画
祭
受
賞
作
も
多
く
な
U
て
い
る
か
ら
で
あ
る
J
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
村
上
文
学
の
翻

案
化
の
許
可
が
下
り
や
す
く
な
U
た
と
予
想
さ
れ
る
が
*
こ
の
二
〇
年
間
で
村
上
翻
案
の
変

容
が
認
め
ら
れ
る
J
翻
案
が
珍
し
か
U
た
時
期
の
映
画
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
で
は
*
村
上
文
学

の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
て
い
た
が
*
近
年
で
は
翻
案
者
の
独

自
の
解
釈
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
÷
要
素
が
増
え
*
そ
の
試
み
が
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
9
映
画
�
バ
5
ニ
ン
グ
Ñ
・
�
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
5
Ñ
等
A
J
こ
の
よ
う
に
通
史
的

な
視
点
か
ら
変
化
を
追
う
こ
と
で
*
ア
ダ
プ
テ
5
シ
7
ン
研
究
は
文
学
享
受
の
成
熟
度
を
は

か
る
物
差
し
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
J
そ
れ
は
ア
ダ
プ
テ
5
シ
7

ン
研
究
の
更
な
る
可
能
性
と
意
義
に
繋
が
る
試
み
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
J 

 

本
稿
は
村
上
翻
案
の
見
取
り
図
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
J
無
論
*
全
貌
を
解
明

す
る
の
は
個
々
の
精
緻
な
分
析
が
必
要
だ
が
*
こ
う
し
た
見
取
り
図
は
今
後
盛
ん
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
村
上
翻
案
研
究
の
発
展
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
J 

 

二 

村
上
翻
案
の
見
取
り
図 

 

 

私
は
村
上
翻
案
に
は
*
Ａ
Ω
足
し
算
・
翻
訳
型
*
Ｂ
Ω
引
き
算
型
*
Ｃ
Ω
掛
け
算
型
と
い

う
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
J
Ａ
の
足
し
算
・
翻
訳
型
は
*
原
作
に
い
く
つ
か

の
要
素
を
足
し
た
も
の
9
映
画
�
パ
ン
屋
襲
撃
Ñ
等
A
*
翻
案
者
が
�
翻
訳
Ñ
し
*
原
作
の

雰
囲
気
を
重
要
視
し
た
も
の
9
映
画
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
等
A
と
分
類
し
た
J
こ
こ
で
い
う
�
翻

訳
Ñ
と
は
ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン
が
語
る
*
�
原
作
と
完
全
に
等
し
い
も
の
を
誠
実
に
求
め
*

少
な
く
と
も
原
作
を
発
想
源
と
し
た
り
脚
色
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
*
そ
れ
を
ス
ク
リ

5
ン
上
に
翻
訳
し
よ
う
と
試
み
る
Ñ
作
品
で
あ
り
*
例
と
し
て
映
画
A
田
園
交
響
楽
B
A
肉

体
の
悪
魔
B
A
落
ち
た
偶
像
B
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
J

!
１
４
#

ま
た
ê
複
数
原
作
ë
の
作
で
あ
U
て

も
*
世
界
観
が
原
作
の
範
囲
内
と
考
え
ら
れ
る
作
9
映
画
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
等
A
は
�
足

し
算
Ñ
と
考
え
た
J 

 

Ｂ
の
引
き
算
型
は
*
原
作
を
削
る
方
向
性
が
強
い
も
の
で
*
①
削
除
9
物
語
の
テ
ン
ポ
を

良
く
す
る
*
尺
の
問
題
で
削
る
・
映
画
�The second bakery attack

Ñ
等
A
と
②
戦
略
的
削
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（
10
）

（
14
）

（
12
）

（
11
）

（
13
）



 

除
9
翻
案
者
が
テ
5
マ
を
鮮
明
に
す
る
Ω
漫
画
�
螢
Ñ
等
A
が
あ
る
J
Ｃ
の
掛
け
算
型
は
*

村
上
の
原
作
だ
け
で
な
く
*
他
作
品
な
ど
を
入
れ
込
み
*
世
界
観
を
広
げ
た
も
の
で
あ
る
J

�
足
し
算
Ñ
と
の
相
違
は
*
原
作
の
範
囲
を
超
え
た
表
象
の
有
無
で
あ
る
J
こ
こ
で
は
①
原

作
に
近
い
も
の
9
映
画
�
バ
5
ニ
ン
グ
Ñ
等
A
と
*
②
原
作
か
ら
遠
い
も
の
9
映
画
�
ア
コ

5
ス
テ
÷
ü
ク
Ñ
等
A
に
分
類
し
た
J
以
下
*
各
テ
ク
ス
ト
群
の
特
徴
を
箇
条
書
き
等
で
記

す
J
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
視
点
は
斜
字
で
示
す
J
な
お
*
未
見
の
舞
台
�
エ
レ
フ
ù
ン
ト

・
バ
ニ
ü
シ
†
Ñ
*
映
画
�
四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に
100
％
の
女
の
子
に
出
会
う
こ
と
に
つ

い
て
Ñ
*
オ
ペ
ラ
�
パ
ン
屋
大
襲
撃
Ñ
*
舞
台
�The W

ind-U
p Bird Chronicle

Ñ
*
未
公

開
の
�Blind W

illow
, Sleeping W

om
an

Ñ
は
除
い
た
J 

 

ま
た
*
本
分
類
で
は
ジ
“
ラ
5
ル
・
ジ
†
ネ
ü
ト
著
・
和
泉
涼
一
訳
A
パ
ラ
ン
プ
セ
ス
ト

―
―

第
二
次
の
文
学
B
9
水
声
社
・
一
九
九
五
A
*
中
村
三
春
A
Ø
原
作
∞
の
記
号
学 

日

本
文
芸
の
映
画
的
次
元
B
9
七
月
社
・
二
〇
一
八
*
本
書
か
ら
の
引
用
は
丸
括
弧
に
頁
数
を

記
す
形
で
表
記
A
の
概
念
を
参
照
し
た
J
以
下
に
そ
の
項
目
を
記
す
J 

 

A
パ
ラ
ン
プ
セ
ス
ト
B
Ω
継
ぎ
足
し
9
未
完
成
の
ま
ま
終
わ
U
た
も
の
を
作
者
に
変
わ
U

て
完
成
さ
せ
る
A
*
破
壊
的
な
継
ぎ
足
し
9
継
ぎ
足
し
の
部
分
が
反
駁
・
攻
撃
的
A
*
削
除

9
分
散
的
な
刈
り
込
み
に
よ
る
切
除
A
*
拡
張
9
別
の
登
場
人
物
が
出
て
き
て
*
物
語
を
膨

ら
ま
せ
る
等
A
*
膨
張
9
登
場
人
物
の
心
理
な
ど
が
詳
し
く
描
か
れ
る
等
A
J 

 

様
式
変
換
9
イ
ポ
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
的
な
再
現
様
式
に
も
ら
た
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

修
正
A
*
様
式
内
変
形
9
そ
の
様
式
の
内
的
機
能
に
影
響
す
る
変
化
A
*
時
間
的
順
序
9
通

時→

錯
時
法
等
A
*
近
接
化
9
読
者
等
の
目
か
ら
見
て
よ
り
身
近
で
今
日
的
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
さ
せ
る
た
め
の
転
移
‘
時
間
的
・
空
間
的
A
*
等
質
物
語
世
界
的
転
移
9
テ
5
マ
的
解

釈
の
自
由
を
強
調
A
*
語
用
論
的
転
移
9
筋
を
構
成
す
る
出
来
事
と
行
為
の
修
正
A
J 

 

脱
動
機
化9
も
と
も
と
の
動
機
を
削
除
・
省
略
す
る
こ
と
で
別
の
テ
5
マ
を
浮
上
さ
せ
る
A*

動
機
変
換
9
脱
動
機
化
＋
再
動
機
化
‘
動
機
変
換
A
*
価
値
変
換
9
あ
る
行
為
に
明
示
的
・

暗
示
的
に
帰
せ
ら
れ
た
価
値
を
対
象
と
す
る
操
作
の
全
体
A
*
価
値
化
9
イ
ポ
テ
ク
ス
ト
よ

り
も
重
要
な
役
割
付
与
A
*
二
次
的
価
値
化
9
脇
役
の
地
位
上
昇
A
*
一
次
的
価
値
化
9
主

人
公
の
長
所
・
象
徴
的
価
値
を
高
め
る
A
*
脱
価
値
化
9
否
定
*
下
降
*
修
正
*
反
論
A
J 

 

A
Ø
原
作
∞
の
記
号
学
B
Ω
中
村
は
本
書
で
第
二
次
テ
ク
ス
ト
理
論
を
提
唱
し
て
い
る
J

第
二
次
テ
ク
ス
ト
と
は
�
テ
ク
ス
ト
の
ク
ラ
ス
と
し
て
の
ジ
Î
ン
ル
・
定
型
・
物
語
*
あ
る

い
は
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
引
用
・
翻
案
・
改
作
な
ど
の
形
で
*
元
に
な
る
第
一
次
テ
ク
ス

ト
を
基
盤
と
し
*
ま
た
参
照
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
Ñ
9
一
九
〇
£
一
九
一
頁
A
の
こ
と
で
*

そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
�
統
一
さ
れ
な
い
複
数
的
自
我
の
対
立
と
葛
藤
の
場
Ñ
9
一
九
〇
頁
A

の
討
究
を
第
二
次
テ
ク
ス
ト
理
論
と
し
て
い
る
J
本
稿
で
は
*
次
の
２
つ
の
規
定
を
参
照
し

た
J 

・
ê
複
数
原
作
ë
Ω
共
時
的
に
原
作
が
複
数
存
在
す
る
9
黒
澤
明
�
羅
生
門
Ñ
9
一
九
五
〇
A
*

溝
口
健
二
�
雨
月
物
語
Ñ
9
一
九
五
三
A
・
�
近
松
物
語
Ñ
9
一
九
五
四
A
A
9
四
五
頁
A 

・
ê
遡
及
原
作
ë
Ω
原
作
そ
の
も
の
が
過
去
の
他
作
品
へ
と
遡
行
で
き
る
9
黒
澤
明
�
羅
生
門
Ñ

→

芥
川
�
藪
の
中
Ñ→

今
昔
物
語
集
等
*
豊
田
四
郎
�
夫
婦
善
哉
Ñ→

織
田
作
之
助
�
夫
婦

善
哉
Ñ→

浄
瑠
璃
A
艶
容
女
舞
衣
B
*
四
六
頁
A 

 

中
村
は
*
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
÷
と
は
*
そ
れ
が
第
二
次
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
か
否
か
に
よ
る
の

で
は
な
く
*
解
釈
と
の
関
係
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
何
も
の
か
に
ほ
か
な
ら
ず
*
�
映
画
と

原
作
と
を
相
互
関
係
に
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
は
*
ま
さ
に
こ
う
い
U
た
相
乗
効
果
に
お
い

て
両
者
を
再
評
価
に
導
く
作
業
で
あ
る
Ñ
9
一
六
頁
A
と
ア
ダ
プ
テ
5
シ
7
ン
研
究
の
意
義

を
述
べ
て
い
る
J
第
二
次
テ
ク
ス
ト
理
論
の
敷
衍
で
き
る
対
象
は
広
く
*
新
た
な
分
析
視
点

も
非
常
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
J 

  

Ａ
足
し
算
・
翻
訳
型 

★
大
森
一
樹
監
督
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
9
日 

一
九
八
〇
A 

＊
ê
複
数
原
作
ë
Ω
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
�
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
5
ル
Ñ 

＊
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ
の
柱
で
あ
る
�
書
く
と
い
う
行
為
Ñ
に
関
す
る
テ
5
マ
を
削
除
し
て

い
る
9
脱
動
機
化
Ω
第
１
章
の
削
除
*
鼠
は
作
家
で
は
な
く
映
画
を
撮
る
人
に
変
化
A
J
三

番
目
に
寝
た
女
の
子
の
話
が
中
盤
に
な
U
て
9
時
間
的
順
序
A
*
重
要
度
が
下
が
り
9
脱
価

値
化
A
*
小
指
の
な
い
女
の
子
の
価
値
化
が
行
わ
れ
て
い
る
J
小
指
の
な
い
女
の
子
は
�
ピ
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ン
ボ
5
ル
Ñ
の
双
子
の
要
素
が
加
わ
U
て
い
る
J
こ
れ
ら
は
原
作
の
重
要
部
分
の
欠
如
の
印

象
を
も
た
ら
す
J 

＊
鼠
と
女
の
別
れ
に
鼠
の
父
の
死
が
関
連
す
る
と
い
う
膨
張
9
一
九
七
六
年
神
戸
ま
つ
り
の

暴
動
A
*
当
た
り
屋
の
エ
ピ
ソ
5
ド
9
女
性
を
手
に
入
れ
る
男
た
ち
の
友
情
A
の
拡
張
が
あ

る
J 

＊
失
敗
要
素
と
し
て
*
神
戸
が
舞
台
な
の
に
標
準
語
会
話
の
違
和
感
9
近
接
化
の
失
敗
A
*

原
作
の
比
喩
を
映
像
化
し
た
過
剰
さ
9
ピ
5
ナ
ü
ツ
の
殻
で
い
U
ぱ
い
の
床
*
冷
蔵
庫
等
A

が
あ
る
J 

・
四
方
田
犬
彦
Ω
!
１
５
#
ジ
Î
ズ
の
変
化
を
指
摘
9
原
作
Ω
白
人
ジ
Î
ズ→

映
画
Ω
フ
リ
5
ジ
Î
ズ
A
*

ま
た
政
治
的
記
憶
の
挿
入
も
映
画
の
特
徴
と
し
て
い
る
J 

・
明
里
千
章
Ω
!
１
６
#

大
森
は
村
上
の
過
去
・
現
在
の
未
分
化
を
正
確
に
映
像
化
と
そ
れ
な
り
の
評

価
を
行
U
て
い
る
J 

 

★
山
川
直
人
監
督
�
パ
ン
屋
襲
撃
Ñ
9
日 

一
九
八
二
A 

＊
過
去
を
意
識
す
る
際
に
白
黒
表
象
に
な
U
て
い
る
J
山
川
監
督
の
特
徴
で
あ
る
ゲ
ラ
文
字

の
字
幕
が
使
用
さ
れ
*

!
１
７
#

六
〇
年
代
を
意
識
し
て
い
る
9
�
過
多
Ñ
�
同
調
化
Ñ
�
逸
脱
化
Ñ

�
意
識
の
画
一
化
Ñ
�
欲
望
の
多
様
化
Ñ
A
J
同
様
に
*
断
片
化
し
た
比
喩
的
映
像
の
多
用

9
山
川
監
督
の
特
徴 

注

17
に
同
じ
A
も
な
さ
れ
て
い
る
J 

＊
継
ぎ
足
し
と
し
て
*
襲
撃
後
に
壁
を
何
度
も
殴
り
近
所
の
人
に
怒
ら
れ
る
と
い
う
結
末
に

し
て
い
る
9
�
打
倒
！
民
主
主
義
Ñ
A
J
部
屋
に
仁
義
な
き
戦
い
�
代
理
戦
争
Ñ
編
の
ポ
ス

タ
5
が
貼
ら
れ
て
お
り
*
パ
ン
屋
襲
撃
は
�
代
理
戦
争
Ñ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
J

襲
撃
の
服
装
も
や
く
ざ
風
に
な
U
て
い
る
J
こ
れ
ら
は
原
作
よ
り
も
�
日
本
Ñ
的
な
印
象
を

も
た
ら
す
J 

 

★
山
川
直
人
監
督
�
100
％
の
女
の
子
Ñ
9
日 

一
九
八
二
A 

＊
�
パ
ン
屋
襲
撃
Ñ
と
同
様
に
過
去
は
白
黒
だ
が
*
僕
と
彼
女
に
セ
ロ
フ
ù
ン
の
色
付
け
が

な
さ
れ
て
い
る
J
一
九
七
〇
£
八
〇
年
代
の
風
俗
が
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
*
現
在
見
る
と

古
い
印
象
と
な
U
て
い
る
J
四
月
か
ら
十
一
月
9
カ
ン
ガ
ル
5
日
和
A
に
変
更
*
晴
れ
9
現

実
A
と
雨
の
水
曜
日
9
僕
の
語
る
物
語
A
の
相
違
が
あ
る
J
ス
ト
5
リ
5
の
テ
ン
ポ
を
よ
く

す
る
た
め
の
削
除
*
サ
ラ
リ
5
マ
ン
の
会
話
の
語
用
論
的
転
移
が
み
ら
れ
る
J 

＊
継
ぎ
足
し
と
し
て
*
佐
野
元
春
の
歌
�
君
を
さ
が
し
て
い
る
9
朝
が
来
る
ま
で
A
Ñ
が
エ

ピ
ロ
5
グ
と
し
て
追
加
さ
れ
*
原
作
よ
り
も
�
日
本
Ñ
的
な
印
象
と
な
U
て
い
る
J 

9
二
作
に
つ
い
て
A
四
方
田
犬
彦
Ω
!
１
８
#

ア
メ
リ
カ
・
ニ
†
5
シ
ネ
マ
と
ヨ
5
ロ
ü
パ
の
芸
術
的

愛
情
*
ポ
ü
プ
で
軽
快
表
層
的
な
遊
戯
的
に
満
ち
た
映
画
と
評
価
し
て
い
る
J 

・
鄒
波
Ω
!
１
９
#

中
国
に
お
け
る
二
作
の
学
生
映
画
翻
案
に
関
す
る
貴
重
な
研
究
報
告
J 

 

★
市
川
準
監
督
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
9
日 

二
〇
〇
五
A 

＊
時
間
の
経
過
を
連
続
す
る
カ
メ
ラ
の
真
横
移
動
で
表
し
て
い
る
9
様
式
内
変
形
A
J
妻
と

服
を
着
る
女
を
宮
沢
り
え
が
Ｗ
キ
Î
ス
ト
で
演
じ
*
服
を
着
る
女
の
二
次
的
価
値
化
が
行
わ

れ
て
い
る
J
継
ぎ
足
し
と
し
て
*
妻
の
昔
の
恋
人
と
ト
ニ
5
の
邂
逅
*
服
を
着
る
女
9
久
子
A

と
の
未
来
の
可
能
性
を
残
す
結
末
が
加
わ
U
て
い
る
J 

＊
父
9
省
三
郎
A
と
ト
ニ
5
を
イ
ü
セ
5
尾
形
が
Ｗ
キ
Î
ス
ト
で
演
じ
る
こ
と
で
*
原
作
よ

り
も
二
者
の
同
質
化
が
行
わ
れ
る
J
原
作
の
省
三
郎
の
特
徴
で
あ
U
た
性
の
要
素
が
削
除
さ

れ
る
J 

・
高
美
哿
Ω
!
２
０
#

バ
ザ
ン
の
言
う
�
映
画
的
翻
訳
Ñ
が
な
さ
れ
た
映
画
と
評
す
J
�
時
代
Ñ
と
の

距
離
感
と
し
て
*
戦
争
に
関
す
る
状
況
が
セ
ピ
ア
色
の
静
止
画
が
用
い
ら
れ
て
い
る
J
語
り

手
と
登
場
人
物
の
境
界
の
曖
昧
さ
に
着
目
し
*
登
場
人
物
が
語
り
手
の
語
り
を
引
き
継
ぐ
特

徴
を
指
摘
し
て
い
る
J
ま
た
*
比
喩
表
現
と
し
て
*
カ
メ
ラ
ワ
5
ク
*
音
の
メ
タ
フ
ù
5
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
J 

 

★
ロ
バ
5
ト
・
ロ
グ
バ
ル
監
督
�
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
Ñ
9
米 

二
〇
〇
八
*
日
本

公
開 

二
〇
一
〇
A 

・
中
村
三
春
Ω
!
２
１
#�

日
本
人
の
書
い
た
作
品
を
脚
色
し
た
ア
メ
リ
カ
映
画
で
中
国
系
の
役
者
た

ち
が
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
で
演
じ
る
Ñ
9
二
〇
六
頁
A
と
指
摘
し
*
映
画
は
混
成
へ
の
志
向
が
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あ
る
と
述
べ
て
い
る
J
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
震
へ
の
変
更
9
近
接
化
A

が
あ
る
J
継
ぎ
足
し
と
し
て
*
主
人
公
が
町
に
戻
り
*
自
分
の
ル
5
ツ
で
あ
る
父
を
認
め
る

結
末
と
な
U
て
お
り
*
父
を
見
失
U
て
も
ル
5
ツ
と
し
て
の
父
を
認
め
た
と
信
じ
る
動
機
変

換
が
行
わ
れ
て
い
る
J 

・
米
村
み
ゆ
き
Ω
!
２
２
#
田
端
さ
ん
か
ら
グ
レ
ン
へ
の
変
更
に
際
し
価
値
化
が
行
わ
れ
*
父
代
わ
り

で
あ
る
グ
レ
ン
を
失
う
不
安
が
本
当
の
父
を
探
す
行
動
に
繋
が
る
と
指
摘
J
原
作
の
地
震
は

や
み
く
ろ
‘
人
間
が
持
つ
根
源
的
不
安
を
表
し
て
い
る
が
映
画
で
は
多
民
族
国
家
・
父
の
不

在
が
不
安
の
原
因
に
な
U
て
い
る
J 

＊
二
国
の
宗
教
観
の
違
い
Ω
新
興
宗
教
の
物
語
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
*
映
画
で
は
キ
リ

ス
ト
教
9
神
A
に
対
す
る
信
仰
心
が
描
か
れ
て
い
る
9
主
人
公
9
ケ
ン
ゴ
A
の
顔
が
キ
リ
ス

ト
的
*
地
下
鉄
で
キ
リ
ス
ト
の
話
題
*
彼
女
が
�
ジ
5
ザ
ス
Ñ
と
言
う
J
ケ
ン
ゴ
が
祈
る
教

会
は
一
般
的
な
教
会
A
J
対
し
て
*
原
作
9
日
本
A
で
は
漠
然
と
し
た
�
神
Ñ
意
識
は
あ
る

が
*
無
神
論
的
で
*
二
作
は
�
神
Ñ
に
対
す
る
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
J
そ
れ
が
結
末
の

差
異
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
J 

 

★
松
永
大
司
監
督
�
ハ
ナ
レ
イ
・
ベ
イ
Ñ
9
日 

二
〇
一
八
A 

＊
息
子
9
タ
カ
シ
A
・
高
橋
の
人
物
像
と
サ
チ
の
関
わ
り
*
ホ
テ
ル
の
支
配
人
9
写
真
A
に

関
し
て
膨
張
が
*
ロ
5
ラ
5
ス
ケ
5
ト
で
の
交
流
*
息
子
の
手
形
と
い
う
拡
張
が
あ
り
*
手

形
は
結
末
の
解
釈
と
関
わ
U
て
い
る
J 

・
藤
城
孝
輔
Ω
!
２
３
#
佐
野
玲
於
9LD

H

A
の
売
込
戦
略
と
し
て
�
マ
イ
ル
ド
・
ヤ
ン
キ
5
Ñ
と
い

う
性
格
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
J 

＊
サ
チ
に
は
認
識
の
限
界
が
あ
り
9
海
兵
隊
と
の
喧
嘩
・
脱
価
値
化
A
*
ア
イ
ラ
イ
ン
・
マ

ü
チ
の
違
反
と
し
て
*
見
る
立
場
だ
U
た
サ
チ
が
見
ら
れ
る
対
象
に
な
U
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
J
こ
れ
ら
は
挿
入
歌
イ
ギ
5
・
ポ
ü
プ
�Passenger

Ñ
と
も
連
関
し
て
い
る
J 

＊
結
末
は
�
父
を
悼
む
息
子
を
悼
む
母
Ñ
と
い
う
母
の
哀
悼
に
な
U
て
お
り
*
動
機
変
換
が

行
わ
れ
て
い
る
J 

 

□
フ
ラ
ン
ク
・
ギ
Î
ラ
テ
÷
脚
本
9
�after the quake

Ñ
A
・
倉
持
裕
演
出
�
神
の
子
ど
も

た
ち
は
み
な
踊
る
Ñ
9
日
・
米 

二
〇
一
九
A 

＊
ê
複
数
原
作
ë
Ω
�
か
え
る
く
ん
*
東
京
を
救
う
Ñ
�
蜂
蜜
パ
イ
Ñ
*
�
翻
訳
Ñ
的
9
バ

ザ
ン
A 

＊
原
作
の
三
人
称
語
り
と
い
う
一
方
向
か
ら
演
者
の
台
詞
が
多
方
面
化
9
共
演
者
・
観
客
・

自
分
自
身
・
語
り
手
Ω
様
式
内
変
形
A
J
映
画
�
ト
ニ
5
滝
谷
Ñ
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
J
ま
た
*
高
槻
と
片
桐
が
Ｗ
キ
Î
ス
ト
に
な
り
*
�
神
の
子
ど
も
£
Ñ
で
は
印
象
の
薄
か

U
た
高
槻
の
価
値
化
が
行
わ
れ
て
い
る
J 

・
藤
城
孝
輔
Ω
!
２
４
#

村
上
翻
案
に
お
け
る
外
国
人
翻
案
者
の
多
さ
は
*
翻
訳
に
よ
り
村
上
文
体
9
特

に
会
話
文
A
の
不
自
然
さ
が
薄
れ
る
効
果
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
J
地
の
文
も
含
め
*
村

上
原
作
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
演
者
が
話
す
と
い
う
不
自
然
さ
が
村
上
文
学
の
雰
囲
気
を
再
現

し
て
い
る
と
論
じ
た
J
ま
た
*
印
象
的
な
舞
台
装
置
�
箱
Ñ
は
不
自
由
さ
の
象
徴
で
*
か
つ

蜷
川
幸
雄
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
J 

  

Ｂ
引
き
算
型 

①
縮
小
Ω
物
語
の
テ
ン
ポ
を
良
く
す
る
*
尺
の
問
題
で
削
る
J 

★
カ
ル
ロ
ス
・
キ
†
ア
ロ
ン
監
督
�The second bakery attack

Ñ
9
米
・
メ
キ
シ
コ 

二
〇

一
〇
A 

＊
ア
メ
リ
カ
の
強
盗
は
非
日
常
で
は
な
い
の
で
*
少
し
だ
け
奇
妙
な
話
と
い
U
た
印
象
と
な

る
9
地
理
的
近
接
化
A
J
ま
た
*
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
�
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
ン
バ
5
ガ
5
Ñ

の
店
へ
変
更
さ
れ
*
マ
ニ
†
ア
ル
部
分
の
下
り
が
な
く
な
り
*
シ
†
5
ル
さ
が
弱
ま
U
て
い

る
J
十
分
の
短
編
映
画
で
*
粗
筋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
J
海
底
火
山
と
い
U
た
村
上
特
有
の

比
喩
表
現
を
多
く
削
除
し
て
い
る
が
*
ス
ピ
5
ド
感
が
あ
り
*
楽
し
め
る
映
画
に
な
U
て
い

る
J 

＊
襲
撃
の
場
面
で
ワ
5
グ
ナ
5
が
流
れ
る
こ
と
で
�
パ
ン
屋
襲
撃
Ñ
を
連
想
さ
せ
る
J 
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★
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
監
督
�
ノ
ル
ウ
“
イ
の
森
Ñ
9
ベ
ト
ナ
ム
・
日 

二
〇
一
〇
A 

・
平
野
葵
Ω
!
２
５
#

�
枠
構
造
Ñ
9
回
想
の
形
式
A
を
排
除
‘
恋
愛
に
特
化
J 

・
宮
脇
俊
文
Ω
!
２
６
#
草
原
の
特
権
性
‘
ワ
タ
ナ
ベ
は
過
去
9
記
憶
の
辺
土
A
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
J
六
〇
年
代
へ
の
オ
マ
5
ジ
†
J 

・
中
村
三
春
Ω
!
２
７
#
登
場
人
物
の
過
去
の
削
除―

愛
着
障
害
・
直
子
�
回
避
Ñ
型
*
緑
�
不
安
Ñ

型
が
見
え
な
く
な
る
J
移
動
・
パ
ン
シ
7
ü
ト
の
多
さ
‘
移
動
と
遮
蔽
*
自
己
拘
束
‘
�
人

は
人
を
愛
せ
な
い
の
が
常
態
で
あ
り
*
そ
の
よ
う
な
人
が
人
を
愛
す
る
と
い
う
の
は
一
体
ど

の
よ
う
な
事
態
な
の
か
Ñ
9
二
二
二
頁
A
と
い
う
原
作
の
問
い
を
逆
説
的
に
表
象
J 

＊
諸
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
*
長
編
を
二
時
間
の
映
画
に
す
る
た
め
に
大
幅
な
削
除
を

行
U
て
い
る
J
そ
の
た
め
*
あ
ら
す
じ
の
断
片
を
繋
げ
て
い
る
印
象
で
*
因
果
が
弱
く
な
U

て
い
る
J
例
え
ば
*
緑
と
の
関
係
性
の
部
分
が
弱
く
*
直
子
と
の
繋
が
り
を
多
く
描
い
て
い

る
た
め
*
い
つ
直
子
よ
り
緑
の
方
を
愛
す
る
よ
う
に
な
U
た
の
か
*
直
子
が
な
ぜ
自
殺
し
た

の
か
が
わ
か
り
に
く
く
な
U
て
い
る
J
代
わ
り
に
直
子
や
レ
イ
コ
さ
ん
と
の
性
的
場
面
の
シ

5
ン
が
長
く
*
過
剰
な
印
象
を
受
け
る
J 

＊
色
彩
の
鮮
や
か
さ
Ω
草
原
の
シ
5
ン
や
直
子
の
ア
パ
5
ト
*
緑
の
服
な
ど
*
カ
ラ
フ
ル
な

色
が
飛
び
込
む
が
*
リ
ア
リ
テ
÷
よ
り
も
フ
÷
ク
シ
7
ン
・
舞
台
的
な
印
象
に
な
る
J
村
上

の
他
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
れ
ば
有
効
か
も
し
れ
な
い
が
*
リ
ア
リ
ズ
ム
的
な
�
ノ
ル
ウ
“
イ
の

森
Ñ
で
行
う
と
違
和
感
を
感
じ
る
J 

 

○Jc 

ド
"
ヴ
ニ
翻
案 

PM
G

L

漫
画
ΩHA

R
U

K
I M

U
R

A
K

A
M

I 9STO
R

IES

 

日
・
仏

�
パ
ン
屋
再
襲
撃
Ñ
9
二
〇
一
七
A
*
�
か
え
る
く
ん
*
東
京
を
救
う
Ñ
9
二
〇
一
七
A
*
�
シ

“
エ
ラ
ザ
5
ド
Ñ
9
二
〇
一
八
A
*
�
バ
5
ス
デ
5
・
ガ
5
ル
Ñ
9
二
〇
一
八
A
*
�
恋
す
る

ザ
ム
ザ
Ñ
9
二
〇
一
九
A
*
�
ど
こ
で
あ
れ
そ
れ
が
み
つ
か
り
そ
う
な
場
所
で
Ñ
9
二
〇
一
九
A
*

�
七
番
目
の
男
Ñ
9
二
〇
二
〇
A
*
�
眠
り
Ñ
9
二
〇
二
〇
A
*
�
タ
イ
ラ
ン
ド
Ñ
9
二
〇
二

一
A 

＊
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
漫
画
で
あ
り
*
�
第
九
の
芸
術
Ñ
と
も
評
さ
れ
て

い
る
J
Ｂ
５
£
Ａ
４
版
カ
ラ
5
の
書
き
下
ろ
し
単
行
本
が
多
く
*
絵
本
の
よ
う
な
イ
メ
5
ジ

で
あ
る
J
一
九
七
〇
年
代
か
ら
強
烈
な
ビ
ジ
†
ア
ル
表
現
を
伴
U
た
Ｓ
Ｆ
作
品
を
発
表
し
*

世
界
中
の
漫
画
界
・
映
画
界
に
影
響
を
与
え
た
J

!
２
８
$

村
上
短
編
と
相
性
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
J 

＊
削
除
Ω
筋―

過
不
足
な
い
範
囲
で
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
J
台
詞
は
直
接
話
法
が
中
心
で
*

心
内
語
は
ほ
ぼ
削
除
J
村
上
の
特
徴
で
あ
る
比
喩
9
地
の
文
・
台
詞
A
も
削
除―

イ
ラ
ス
ト

で
補
U
て
い
る
場
合
9
�
パ
ン
屋
再
襲
撃
Ñ
の
海
底
火
山
・
�
七
番
目
の
男
Ñ
の
Ｋ
の
夢
A

も
あ
る
が
*
全
体
的
に
は
減
少
し
て
い
る
9
�
か
え
る
く
ん
£
Ñ→

文
学
の
話
題
が
削
除
A
J 

＊
漫
画
担
当
の
Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ
が
ナ
ン
セ
ン
ス
コ
メ
デ
÷
や
風
刺
漫
画
を
好
ん
で
い
る
た
め
*
風

刺
画
的
な
画
風
と
な
U
て
い
る
J
�
か
え
る
く
ん
£
Ñ
の
片
桐
や
�
バ
5
ス
デ
イ
・
ガ
5
ル
Ñ

の
支
配
人
な
ど
醜
さ
が
デ
フ
7
ル
メ
さ
れ
て
い
る
J 

＊
フ
ラ
ン
ス
人
が
描
く
日
本
9
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
部
分
A
Ω
�
バ
5
ス
デ
イ
・
ガ
5
ル
Ñ

で
は
原
作
に
な
い
神
社
に
参
拝
す
る
と
い
う
設
定
に
な
U
て
い
る
J
�
恋
す
る
ザ
ム
ザ
Ñ
の

場
合
*
自
然
な
印
象
と
な
U
て
お
り
*
日
本
人
・
日
本
表
象
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
J 

＊
継
ぎ
足
し
と
し
て
*
�
シ
“
エ
ラ
ザ
5
ド
Ñ
Ω
マ
ト
リ
7
5
シ
カ
の
絵
・
水
の
中
の
イ
メ

5
ジ
*
�
眠
り
Ñ
Ω
私
‘
ア
ン
ナ
の
イ
メ
5
ジ
*
�
恋
す
る
ザ
ム
ザ
Ñ
の
虫
9
原
作
に
な
い
A
*

女
も
虫
の
よ
う
な
触
覚
が
付
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
J 

 

②
戦
略
的
削
除
Ω
翻
案
者
が
テ
5
マ
を
鮮
明
に
す
る
J 

□
蜷
川
幸
雄
演
出
�
海
辺
の
カ
フ
カ
Ñ
9
日
・
米 

二
〇
一
二
・
一
四
・
一
五
・
一
九
A→

拙
稿

!
２
９
# 

＊
ナ
カ
タ
章
の
最
後
を
全
て
削
除
す
る
こ
と
で
*
愛
の
物
語
に
集
約
さ
せ
る
9
動
機
変
換
A
J

入
り
口
を
閉
じ
る
描
写
が
な
い
の
で
*
別
の
物
語
9
別
の
人
が
入
り
口
に
入
る
A
可
能
性
が

生
ま
れ
る
J
原
作
よ
り
も
戦
争
表
象
が
増
え
*
特
に
軍
歌
�
壯
烈
山
崎
軍
神
部
隊
Ñ
は
*
オ

リ
ジ
ナ
ル
演
出
と
な
U
て
お
り
*
深
み
を
増
し
て
い
る
J
時
間
的
順
序
の
変
更
が
あ
り
9
岡

持
節
子
・
犬
の
場
面
を
操
作
A
*
原
作
よ
り
も
論
理
的
整
合
性
が
あ
る
J
こ
こ
で
は
�
血
Ñ

の
モ
チ
5
フ
が
繰
り
返
さ
れ
*
暴
力
を
印
象
づ
け
て
い
る
J
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
*
ア
イ
ヒ

マ
ン
以
外
の
文
学
な
ど
を
削
除
し
て
い
る
J 

＊
様
式
変
換
Ω
大
中
小
の
ア
ク
リ
ル
ケ
5
ス
9
�
ア
フ
タ
5
ダ
5
ク
Ñ
を
想
起
A
を
*
多
数

の
黒
子
9
リ
ト
ル
・
ピ
5
プ
ル
を
想
起
A
が
操
作
し
て
い
る
J
セ
ü
ト
を
動
か
す
間
は
*
読
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（
26
）

（
28
）

（
27
）

（
25
）

（
29
）



 

書
行
為
と
の
類
似
性
が
あ
る
J
カ
フ
カ
と
ナ
カ
タ
さ
ん
を
同
時
に
登
場
さ
せ
て
い
る
J 

 
○
森
泉
岳
土
�
螢
Ñ
9
日 

二
〇
一
九
A→

拙
稿

!
３
０
# 

＊
僕
の
孤
独
に
焦
点
化
さ
せ
る
脱
動
機
化
が
行
わ
れ
て
い
る
J
ダ
イ
ア
ロ
5
グ
・
�
僕
Ñ
の

直
接
話
法
を
削
除
し
*
濃
密
な
孤
独
な
状
況
を
創
り
出
し
て
い
る
J
彼
女
の
内
面
が
読
み
取

れ
な
い
画
9
輪
郭
線
の
み
A
を
使
用
し
*
コ
ミ
†
ニ
ケ
5
シ
7
ン
不
全
を
表
し
て
い
る
J 

＊
僕
の
語
り
と
い
う
原
作
か
ら
僕
目
線
と
カ
メ
ラ
ア
イ
の
混
在
へ
変
更
9
様
式
内
変
形
A
*

全
て
が
過
去
の
回
想
9
縁
が
丸
い
A
の
物
語
と
し
て
い
る
J
継
ぎ
足
し
と
し
て
暗
闇
の
追
加

が
あ
る
J 

＊
冒
頭
の
同
居
人
の
挿
話
を
削
除
し
*
彼
女
の
重
要
性
を
ア
ü
プ
9
価
値
化
A
J 

 

□
イ
ン
バ
ル
・
ピ
ン
ト
演
出
・
ア
ミ
5
ル
・
ク
リ
ガ
5
脚
本
�
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
Ñ
9
イ

ス
ラ
エ
ル
・
日 

二
〇
二
〇
A 

＊
様
式
変
換
9
ミ
†
5
ジ
カ
ル
要
素
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
5
ダ
ン
ス
A
Ω
リ
ア
ル
な
表
象
で

は
な
く
*
出
演
者
や
複
数
の
ダ
ン
サ
5
に
よ
る
歌
と
踊
り→
�
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
Ñ

の
不
条
理
な
世
界
を
表
し
得
て
い
る
J
ダ
ン
サ
5
は
黒
子
的
な
役
割
9
千
手
観
音
の
よ
う
な

効
果
・
人
間
が
浮
く
な
ど
A
や
*
同
じ
衣
装
で
人
物
が
分
裂
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
設
定

な
ど
*
半
分
く
ら
い
の
場
面
で
登
場
す
る
J 

＊
削
除
Ω
長
大
な
物
語
の
短
縮
化
の
み
な
ら
ず
*
踊
り
の
場
面
や
ミ
†
5
ジ
カ
ル
的
な
台
詞

回
し
に
な
U
て
お
り
*
文
章
的
な
情
報
量
は
減
U
て
い
る
が
*
�
言
葉
で
は
表
象
し
に
く
い

世
界
Ñ
の
表
象
と
し
て
の
一
つ
の
完
成
さ
れ
た
形
と
な
U
て
い
る
J 

＊
亨
が
二
人
の
演
者
に
よ
U
て
演
じ
ら
れ
る
一
次
的
価
値
化
9
井
戸
に
入
る
前
と
入
U
た
後

で
別
人
A
が
行
わ
れ
て
い
る
J
た
だ
し
*
同
時
に
登
場
す
る
場
面
も
あ
り
*
背
中
合
わ
せ
の

ア
ク
ロ
バ
ü
ト
な
演
技
な
ど
を
用
い
*
感
情
の
揺
れ
動
く
様
子
な
ど
を
表
す
J
笠
原
メ
イ
の

価
値
化
も
行
わ
れ
て
い
る
9
準
主
役
の
位
置
A
J 

  

Ｃ 

掛
け
算
型
Ω
村
上
の
原
作
だ
け
で
な
く
*
他
作
品
な
ど
を
入
れ
込
み
*
世
界
観
を
広
げ
た

も
の 

① 

原
作
に
近
い 

★
野
村
恵
一
監
督
�
森
の
向
う
側
Ñ
9
日 

一
九
八
八
A 

＊
原
作
は
主
人
公
9
Ｊ
A
と
ガ
5
ル
フ
レ
ン
ド
の
関
係
が
主
軸
だ
が
*
映
画
で
は
Ｊ
と
友
人

の
関
係
が
核
に
な
り
*
Ｊ
が
友
人
を
探
す
物
語
に
な
U
て
い
る
9
動
機
変
換
A
J 

＊
Ｊ
が
建
築
士
に
変
更
9
繰
り
返
さ
れ
る
ビ
ル
の
破
壊
の
動
画
Ω
一
次
的
価
値
化
A
さ
れ
る
J

娘
を
亡
く
し
た
老
夫
婦
の
挿
話
が
増
え
9
二
次
的
価
値
化
と
膨
張
A
*
心
を
病
ん
だ
少
年
と

い
う
新
し
い
登
場
人
物
が
増
え
る
9
拡
張
A
J
主
人
公
・
彼
女
だ
け
で
な
く
*
ホ
テ
ル
に
泊

ま
U
て
い
る
人
は
み
な
心
の
傷
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
設
定
J 

＊
ê
複
数
原
作
ë
�
土
の
中
の
彼
女
の
小
さ
な
犬
Ñ
を
ベ
5
ス
に
し
*
�
風
の
歌
を
聴
け
Ñ

�
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
Ñ
9
�
僕
Ñ
と
�
鼠
Ñ
の
関
係
A
と
�
世
界
の
終
り
と
ハ
5
ド
ボ
イ
ル

ド
・
ワ
ン
ダ
5
ラ
ン
ド
Ñ
9
森
の
存
在
A
の
要
素
が
加
わ
る
J
原
作
の
コ
ミ
ü
ト
メ
ン
ト
的

な
結
末
か
ら
明
暗
ど
ち
ら
と
も
解
釈
可
能
な
曖
昧
な
結
末
へ
変
更
し
て
い
る
J 

   ●
カ
ü
ト
・
メ
ン
シ
ü
ク
の
絵
本
シ
リ
5
ズ
9
イ
ラ
ス
ト
の
特
徴
A
�
ね
む
り
Ñ
二
〇
一
〇
A
*

�
パ
ン
屋
を
襲
う
Ñ
二
〇
一
三
A
*
�
図
書
館
奇
譚
Ñ
二
〇
一
四
A
*
�
バ
5
ス
デ
イ
・
ガ
5

ル
Ñ
二
〇
一
七
A 

＊
単
行
本
の
見
開
き
一
£
三
頁
に
一
カ
ü
ト
9
一
頁
分
A
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
た
絵
本
集
J

テ
ク
ス
ト
の
世
界
に
イ
ラ
ス
ト
の
イ
メ
5
ジ
が
重
ね
ら
れ
る
構
造
J
メ
ン
シ
ü
ク
の
特
徴
と

し
て
*
テ
ク
ス
ト
の
表
現
に
な
い
イ
メ
5
ジ
9
村
上
の
他
作
品
や
他
作
家
等
Ω
等
質
物
語
世

界
的
転
移
A
が
加
わ
る
こ
と
も
多
い
た
め
*
か
け
算
型
と
し
た
J 

＊
シ
†
5
ル
*
近
未
来
・
フ
ù
ン
タ
ジ
5
要
素
が
強
く
*
動
物
・
昆
虫
が
頻
出
す
る
J 

q
参
考
�
図
書
館
奇
譚
Ñ
�
ふ
し
ぎ
な
図
書
館
Ñ
に
つ
い
て
s 

 

�
図
書
館
奇
譚
Ñ
9
初
出
A
ト
レ
フ
ル
B
一
九
八
二
年
六
月
£
一
一
月
A
は
*
短
編
集
A
カ

ン
ガ
ル
5
日
和
B
9
一
九
八
三
A
に
収
録
さ
れ
た
短
編
で
あ
る
J
こ
の
短
編
の
単
行
本
化
の

話
が
あ
り
*
リ
ラ
イ
ト
し
て
A
ふ
し
ぎ
な
図
書
館
B
9
二
〇
〇
五
A
と
名
称
変
更
を
し
*
佐
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々
木
マ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
付
け
*
絵
本
と
し
て
出
版
し
た
J
A
ふ
し
ぎ
な
図
書
館
B
の
ド
イ

ツ
で
の
翻
訳
出
版
依
頼
が
来
る
が
*
カ
ü
ト
・
メ
ン
シ
ü
ク
の
イ
ラ
ス
ト
変
更
の
意
向
が
あ

り
*
メ
ン
シ
ü
ク
の
イ
ラ
ス
ト
で
単
行
本
化
さ
れ
た
9
�D

ie unheim
liche Bibliothek

Ñ
翻

訳
ΩU

rsula G
räfe

A
J
こ
の
ド
イ
ツ
語
版
を
元
に
米
9Chip K

idd

A
英
9Suzanne D

ean

A

伊
9Lorenzo Ceccotti
A
が
*
日
本
語
版
を
元
に
デ
ン
マ
5
ク
9kam

ila slocinska

A
か
ら
異

な
る
イ
ラ
ス
ト
レ
5
タ
5
が
絵
を
描
い
た
絵
本
が
出
版
さ
れ
る
J
日
本
で
は
カ
ü
ト
・
メ
ン

シ
ü
ク
の
イ
ラ
ス
ト
の
A
図
書
館
奇
譚
B
が
出
版
さ
れ
る
が
*
村
上
は
ド
イ
ツ
語
版
の
原
本

で
は
な
く
*
初
出
バ
5
ジ
7
ン
の
�
図
書
館
奇
譚
Ñ
に
加
筆
し
た
形
の
本
文
で
メ
ン
シ
ü
ク

の
絵
を
付
け
*
A
図
書
館
奇
譚
B
と
い
う
名
称
で
出
版
し
た
J
つ
ま
り
*
ド
イ
ツ
語
版
と
日

本
版
の
文
章
は
別
バ
5
ジ
7
ン
と
言
え
る
J 

 

こ
の
よ
う
に
�
図
書
館
奇
譚
Ñ
9
�
ふ
し
ぎ
な
図
書
館
Ñ
A
は
*
世
界
で
六
パ
タ
5
ン
の

異
な
る
絵
が
用
い
ら
れ
た
絵
本
化
が
な
さ
れ
て
い
る
J
な
お
*
カ
ü
ト
・
メ
ン
シ
ü
ク
の
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
*
自
国
語
に
翻
訳
し
た
ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
9
繁
体
字
・

簡
体
字
A
・
韓
国
語
・
ト
ル
コ
語
・
チ
“
コ
語
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
版
*Chip K

idd

の
イ
ラ
ス
ト

を
用
い
た
ハ
ン
ガ
リ
5
語
・
ラ
ト
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
Î
語
版
が
あ
る
J
村
上
翻
案
絵
本
で
こ

の
よ
う
な
複
雑
な
翻
案
例
は
他
に
な
く
*
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
画
風
で
興
味
深
い
分
析
対
象
と

言
え
る
の
で
*
別
稿
で
考
察
を
行
い
た
い
J 

 

★
イ
・
チ
Î
ン
ド
ン
監
督
�
バ
5
ニ
ン
グ
Ñ
9
韓 

二
〇
一
八
A→

拙
稿

!
３
１
# 

＊
ê
複
数
原
作
ë
�
納
屋
を
焼
く
Ñ
*
フ
7
5
ク
ナ
5Barn Burning

9
父
と
の
関
係
・
暴
力

・
貧
富
の
差
A
*
ê
遡
及
原
作
ë
フ
÷
ü
ツ
ジ
“
ラ
ル
ド
�
グ
レ
5
ト
・
ギ
Î
ツ
ビ
5
Ñ
9
格

差
A
J 

＊
主
人
公
9
ジ
7
ン
ス
A
が
彼
女
9
ヘ
ミ
A
と
幼
な
じ
み
の
設
定
に
変
更
さ
れ
*
ジ
7
ン
ス

が
ヘ
ミ
を
愛
す
三
角
関
係
の
物
語
9
動
機
変
換
A
J
ジ
7
ン
ス
が
ジ
7
ン
を
殺
と
い
う
破
壊

的
な
継
ぎ
足
し
の
結
末
に
な
U
て
い
る
J
ヘ
ミ
に
価
値
化
が
行
わ
れ
て
い
る
J 

＊
近
接
化
9
地
理
的
A
と
し
て
*
韓
国
の
格
差
の
問
題
と
北
朝
鮮
の
関
係
が
展
開
に
関
わ
U

て
い
る
J
村
上
テ
ク
ス
ト
で
頻
出
す
る
猫
*
井
戸
*
ス
パ
ゲ
テ
÷
5
9
都
会
的
生
活
A
*
�
タ

イ
ラ
ン
ド
Ñ
に
お
け
る
石
が
登
場
し
9
膨
張
A
*
村
上
文
学
の
世
界
を
色
濃
く
表
出
し
た
J 

・
藤
城
孝
輔
Ω
!
３
２
#
ヘ
ミ
の
表
象
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
J 

   ★
濱
口
竜
介
�
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
5
Ñ
9
日 

二
〇
二
一
A 

＊
ê
複
数
原
作
ë
Ω
�
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
5
Ñ
�
木
野
Ñ
�
シ
“
エ
ラ
ザ
5
ド
Ñ
Ω
家

福
に
木
野
・
羽
原
の
要
素
＋
演
出
家
J
家
福
の
妻
に
シ
“
エ
ラ
ザ
5
ド
の
要
素
J
＋
�
ワ
5

ニ
Î
伯
父
さ
ん
Ñ
Ω
生
き
残
U
た
も
の
た
ち
が
自
ら
の
傷
の
痛
み
を
認
識
し
*
そ
の
上
で
生

き
続
け
て
い
く
と
い
う
物
語
を
説
得
力
の
あ
る
形
で
描
い
て
い
る
J
ê
遡
及
原
作
ë
�
ゴ
ド

5
を
待
ち
な
が
ら
Ñ 

＊
原
作
で
は
家
福
の
東
京
で
の
運
転
手
の
設
定
だ
U
た
が
*
映
画
で
家
福
は
広
島
の
演
劇
祭

で
演
出
参
加
し
*
そ
こ
で
運
転
手
が
付
く
設
定
9
拡
張
A
J
家
福
の
演
出
す
る
劇
は
*
日
本

語
・
英
語
・
韓
国
語
・
北
京
語
・
韓
国
手
話
が
混
じ
る
多
言
語
・
多
国
籍
の
世
界
に
な
U
て

お
り
*
村
上
文
学
が
グ
ロ
5
バ
ル
に
享
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
5
ジ
さ
せ
る
J
こ
こ
で

舞
台
を
創
り
上
げ
る
ド
ラ
マ
が
映
画
の
核
に
な
U
て
い
る
J 

＊
原
作
で
は
家
福
が
高
槻
に
近
づ
く
が
映
画
で
は
高
槻
が
家
福
に
近
づ
く
9
動
機
変
換
A
J

み
さ
き
と
母
と
の
関
係
に
関
す
る
物
語
が
深
ま
り
*
二
人
で
北
海
道
に
旅
す
る
9
膨
張
A
J

み
さ
き
が
広
島
を
離
れ
*
韓
国
で
暮
ら
し
て
い
る
未
来
と
い
う
継
ぎ
足
し
が
あ
る
J 

   ②
原
作
か
ら
遠
い 

△
幾
原
邦
彦
監
督
�
輪
る
ピ
ン
グ
ド
ラ
ム
Ñ
9
日 

二
〇
一
一
A 

＊
ê
複
数
原
作
ë
Ω
A
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
B
�
銀
河
鉄
道
の
夜
Ñ
＋
Ø
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
∞
9
�
ア
ン
ダ
5
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ñ
�
約
束
さ
れ
た
場
所
で
Ñ
A 

＊
村
上
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
被
害
者
に
関
す
る
作
を
発
表
し
て
い
な
い
J
拙
稿

!
３
３
#

で
述
べ

た
が
*
村
上
は
一
貫
し
て
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
を
傷
つ
け
な
い
姿
勢
の
た
め
*
そ
の
よ
う
な

態
度
と
考
え
ら
れ
る
が
*
本
作
の
よ
う
な
被
害
者
と
加
害
者
の
家
族
が
関
わ
る
暴
力
と
憎
し

み
*
そ
れ
を
超
え
る
愛
と
い
う
重
厚
な
物
語
を
描
く
可
能
性
を
失
U
て
い
る
J
そ
の
意
味
で
*

�
輪
る
ピ
ン
グ
ド
ラ
ム
Ñ
は
未
完
成
の
ま
ま
残
し
た
課
題
を
幾
原
が
村
上
に
代
わ
U
て
完
成
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さ
せ
た
重
要
な
テ
ク
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